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ふじのくに国際高等学校
建築物

【共有部】

【教室】

【外観】

所 在 地 島田市金谷根岸町35
延 べ 面 積 ・ 階 数 876.00㎡・地上４階

用 途 ・ 用 途 地 域 学校・第二種中高層住居専用地域

防 ・ 耐 火 上 の 要 件 準耐火建築物
設 計 ・ 施 工 期 間 令和3年3月～令和4年8月・令和4年12月～令和6年2月

設 計 費 46,354千円

建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 347,984千円（397千円/ ㎡）

構 造 形 式 S造

県 産 材 利 用 量 35.73㎥（スギ、ヒノキ）

特 徴 天井ルーバー、壁ルーバーに県産材を使用した。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.02㎥/㎡ 0.041㎥/㎡

発 注 静岡県知事 川勝平太

設 計 株式会社 白柳一級建築設計事務所

施 工 平井工業株式会社

木 材 供 給 江戸川ウッドテック株式会社

島田市立島田第一小学校
建築物

【普通教室】

【屋内運動場】

【校舎南外観】

所 在 地 島田市稲荷二丁目19番１号
延 べ 面 積 ・ 階 数 校舎：6,828.68㎡・地上３階 屋内運動場：1,023.4㎡・地上１階

用 途 ・ 用 途 地 域 学校・第一種中高層住居専用地域
防 ・ 耐 火 上 の 要 件 建築基準法第22条区域
設 計 ・ 施 工 期 間 令和２年６月～令和３年３月・令和４年７月～令和５年11月

設 計 費 52,074千円
建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 2,444,200千円（311千円/ ㎡）

構 造 形 式 RC造(校舎)、 S造(屋内運動場)

県 産 材 利 用 量 108.1㎥（スギ、ヒノキ、オーク）

特 徴 壁や床に県産材を使用し、内装を木質化した。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.01㎥/㎡ 0.014㎥/㎡

発 注 島田市

設 計 株式会社大瀧建築事務所

施 工 大河原・小桜特定建設工事共同企業体

木材供給 ニシド工業株式会社
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グループホームぴーす
建築物

【外観】

【柱】

【構造】

所 在 地 伊東市岡字細久保1280-83
延 べ 面 積 ・ 階 数 291.97㎡・地上２階

用 途 ・ 用 途 地 域 寄宿舎（グループホーム）

防 ・ 耐 火 上 の 要 件 準耐火建築物

設 計 ・ 施 工 期 間 令和４年６月～令和５年３月・令和５年５月～令和５年11月

設 計 費 5,720千円

建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 124,223千円（425千円/ ㎡）

構 造 形 式 木造

県 産 材 利 用 量 22.2㎥（ヒノキ、スギ等）

特 徴 構造材（土台、柱、梁他）に県産材を使用した。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.20㎥/㎡ 0.08㎥/㎡

発 注 社会福祉法人クープ

設 計 (有)未来舎

施 工 三和建設(株)

木材供給 （有）平松材木店

富士見学園
建築物

【来客用玄関】

【来客用玄関ホール】

【来客用靴箱】

所 在 地 沼津市宮本5-2
延 べ 面 積 ・ 階 数 3277.38㎡・地上２階

用 途 ・ 用 途 地 域 児童福祉施設等・第二種中高層住専

防 ・ 耐 火 上 の 要 件 耐火建築物

設 計 ・ 施 工 期 間 令和4年7月～令和5年3月・令和5年3月～令和6年3月

設 計 費 47,740,000円

建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 1,235,538千円（377千円/ ㎡）

構 造 形 式 S造

県 産 材 利 用 量 11.53㎥（スギ、ヒノキ等）

特 徴

家具や、壁面仕上等に県産木材を使用し、

エントランスにはルーバー材の組合せにより、富士山や
太陽等の法人にまつわる造形を表現した。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.01㎥/㎡ 0.004㎥/㎡

発 注 社会福祉法人あしたか太陽の丘

設 計 (株)池田建築設計事務所

施 工 加和太建設(株)

木材供給 （有）平松材木店、天龍木材（株）
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ゆりかご豊田クラブ・サン
建築物

【内観】 手摺や縦格子などに県産材を使用

【外観】 窓枠に県産材を使用

【建方】

所 在 地 焼津市五ケ堀之内地内
延 べ 面 積 ・ 階 数 199.98㎡・地上2階
用 途 ・ 用 途 地 域 放課後児童クラブ・第一種中高層住居専用地域
防 ・ 耐 火 上 の 要 件 22条地域・その他の建築物
設 計 ・ 施 工 期 間 令和５年１１月～５年７月・令和５年９月～令和６年３月

設 計 費 4,890千円
建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 73,000千円（365千円/ ㎡）

構 造 形 式 木造

県 産 材 利 用 量 22.141㎥（スギ、ヒノキ）

特 徴
柱に県産ヒノキを用いるなど現しや内装材、造作に県産
材を用いることで木質に包まれる空間とした。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.20㎥/㎡ 0.111㎥/㎡

発 注 社会福祉法人 嬰育会

設 計 株式会社 大宇根建築設計事務所

施 工 株式会社 塚本工務店

木材供給 株式会社 カワイ

静岡聖母幼稚園
建築物

【外壁縦格子貼り】

【内部天井不燃ヒノキ羽目板貼り、手摺ヒノキ縦格子】

【壁不燃ヒノキ羽目板貼り】

所 在 地 静岡市葵区城内町１－２
延 べ 面 積 ・ 階 数 1439.7㎡・地上３階
用 途 ・ 用 途 地 域 幼稚園（認定こども園）、事務所・第一種住居地域
防 ・ 耐 火 上 の 要 件 準防火地域・耐火建築物
設 計 ・ 施 工 期 間 令和２年11月～令和４年９月・令和4年10月～令和6年2月

設 計 費 28,980千円
建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 671,000千円（466千円/ ㎡）

構 造 形 式 S造

県 産 材 利 用 量 8.3㎥（ヒノキ）

特 徴
静岡市内のオクシズ材を外装や内装の各所にちりばめ
て、優しい空間を実現した。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.02㎥/㎡ 0.006㎥/㎡

発 注 学校法人静岡聖母学園

設 計 エン・バンド株式会社

施 工 平井工業株式会社

木材供給 オクシズ材活用協議会
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学校法人高洲学園（仮称）高洲こども園
建築物

【倉庫（棚・県産材）】

【保育室(床・家具)】

【１階エントランス(床・家具)】

所 在 地 藤枝市高柳二丁目187-1,187-2,190-1,213-1
延 べ 面 積 ・ 階 数 1802.5㎡・地上２階
用 途 ・ 用 途 地 域 幼保連携型認定こども園・第二種中高層住居専用地域
防 ・ 耐 火 上 の 要 件 区域外
設 計 ・ 施 工 期 間 2021年3月～2022年8月・2022年9月～2024年3月

設 計 費 2,150千円
建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 960,750千円（533千円/ ㎡）

構 造 形 式 Ｓ造

県 産 材 利 用 量 0.6233㎥（スギ）

特 徴

構造を鉄骨造としたが用途がこども園であるため子供が
手に触れる部分にはなるべく木材を使用した。また倉庫
棚に県産材を利用し、なるべく県産材を利用するように
努めた。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.02㎥/㎡ 0.00035㎥/㎡

発 注 学校法人 高洲学園

設 計 株式会社 塚本設計

施 工 角丸建設株式会社

木材供給 株式会社あがた造作所

しらわき放課後児童会
建築物

【外観】

【内観】

【内観】

所 在 地 浜松市中央区寺脇町429-2
延 べ 面 積 ・ 階 数 270.78㎡・地上２階
用 途 ・ 用 途 地 域 その他（放課後児童会）・第一種住居地域
防 ・ 耐 火 上 の 要 件 法22条区域・その他の建築物
設 計 ・ 施 工 期 間 2022年6月～2023年1月・2023年4月～2024年2月

設 計 費 4,840千円

建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 99,602千円（368千円/ ㎡）

構 造 形 式 木造

県 産 材 利 用 量 43.9㎥（スギ、ヒノキ、ナラ、ラーチ、ラワン）

特 徴

1階児童室中央に柱を置いたことにより、梁は集成材では

なく市産スギの一般製材を採用できたため、コストダウン
を実現した。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.20㎥/㎡ 0.16㎥/㎡

発 注 浜松市

設 計 ストゥーディオ クレアティーヴォ 一級建築士事務所

施 工 株式会社杉浦組

木 材 供 給 天竜プレカット
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南松野１区公会堂（富士市）
建築物

【小ホール内作業台】

【建物外観】

【小ホール】

所 在 地 富士市南松野字小鍋外戸1896番２

延 べ 面 積 ・ 階 数 124.72㎡・地上１階

用 途 ・ 用 途 地 域 公民館

防 ・ 耐 火 上 の 要 件 －

設 計 ・ 施 工 期 間 －

設 計 費 －

建 設 費 ( 建 物 部 分 ) －

構 造 形 式 鉄骨造

県 産 材 利 用 量 2.3㎥（樹種：スギ）

特 徴

小ホール作業台の化粧材に県産材を活用したもの。鉄骨造のため、
構造材への使用は難しかったが、作業台の化粧材として使うことで、
床材との一体感を出すことができた。 南松野地区の住民に製材業
の方がいたことが、県産材を使うきっかけとなった事例である。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.02㎥/㎡ 0.018㎥/㎡

発 注 南松野１区区長

設 計 望月候利一級建築士事務所

施 工 株式会社パナホーム

木材供給 有限会社井出製材所

県営住宅押切西団地A棟
建築物

【建物外観】

【内装】

【内装】

所 在 地 静岡市清水区押切地内
延 べ 面 積 ・ 階 数 2,379.3㎡・地上４階
用 途 ・ 用 途 地 域 共同住宅・第一種中高層住居専用地域
防 ・ 耐 火 上 の 要 件 耐火建築物
設 計 ・ 施 工 期 間 令和２年８月～令和３年８月・令和４年３月～令和５年９月

設 計 費 25,080千円

建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 795,953千円（335千円/ ㎡）

構 造 形 式 RC造

県 産 材 利 用 量 76.1㎥（スギ、ヒノキ）

特 徴
洋室の床や額縁、玄関の腰壁等に県産スギ・ヒノキを使
用することで、温かみのある室内空間とした。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.02㎥/㎡ 0.032㎥/㎡

発 注 静岡県

設 計 (株)金丸建築設計事務所

施 工 平井工業（株）

木材供給 日本住宅パネル工業協同組合
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県営住宅袋井団地B棟
建築物

【建物外観】

【県産材複合フローリング、巾木ほか】

【腰壁】

所 在 地 袋井市青木町地内
延 べ 面 積 ・ 階 数 2,786.85㎡・地上５階
用 途 ・ 用 途 地 域 共同住宅・第一種中高層住居専用地域
防 ・ 耐 火 上 の 要 件 耐火建築物
設 計 ・ 施 工 期 間 令和２年８月～令和３年７月・令和４年３月～令和５年７月

設 計 費 29,150千円
建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 911,900千円（327千円/ ㎡）

構 造 形 式 RC造

県 産 材 利 用 量 83.5㎥（スギ、ヒノキ）

特 徴
洋室の額縁や巾木、玄関の腰壁等に県産スギ・ヒノキを
使用することで、温かみのある室内空間とした。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.02㎥/㎡ 0.030㎥/㎡

発 注 静岡県

設 計 （株）飯尾建築設計事務所

施 工
丸明建設（株）・（株）鈴木電工・（株）渥美・
藤枝建装（同）・浜名湖地区畳商工業（同）

木材供給 日本住宅パネル工業協同組合

県営住宅子安団地A棟
建築物

【建物外観】

【内装】

【内装】

所 在 地 浜松市中央区子安町地内
延 べ 面 積 ・ 階 数 3,096.72㎡・地上５階
用 途 ・ 用 途 地 域 共同住宅・第一種住居地域
防 ・ 耐 火 上 の 要 件 耐火建築物
設 計 ・ 施 工 期 間 令和元年６月～令和２年７月・令和４年10月～令和６年３月

設 計 費 33,363千円
建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 988,933千円（319千円/ ㎡）

構 造 形 式 RC造

県 産 材 利 用 量 70.6㎥（スギ、ヒノキ）

特 徴
洋室の額縁や巾木、玄関の腰壁等に県産スギ・ヒノキを
使用することで、温かみのある室内空間とした。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.01㎥/㎡ 0.023㎥/㎡

発 注 静岡県

設 計 （株）白柳一級建築設計事務所

施 工 遠鉄建設株式会社

木材供給 日本住宅パネル工業協同組合
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県営住宅佐鳴湖団地A1棟・A2棟・B1棟
建築物

【建物外観】

【内装】

【内装】

所 在 地 浜松市中央区佐鳴台３丁目地内
延 べ 面 積 ・ 階 数 A1・A2棟：5,142.36㎡、B1棟：3,179.69㎡ ・ 地上５階
用 途 ・ 用 途 地 域 共同住宅・第一種中高層住居地域／第一種住居地域
防 ・ 耐 火 上 の 要 件 耐火建築物
設 計 ・ 施 工 期 間 令和３年８月～令和４年８月・令和４年９月～令和５年12月

設 計 費 73,864千円
建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 1,986,677千円（239千円/ ㎡）

構 造 形 式 RC造

県 産 材 利 用 量 322.1㎥（スギ、ヒノキ）

特 徴
玄関の壁の一面に県産スギを使用することで、空間にア
クセントを加えつつ温かみのある室内空間とした。
その他下地材や型枠に県産材を使用した。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.01㎥/㎡ 0.039㎥/㎡

発 注 静岡県

設 計
須山建設グループ

施 工

木材供給 株式会社カクホン

富士警察署須津交番
建築物

【相談室】

【事務室内】

【内観】

所 在 地 富士市中里925-13
延 べ 面 積 ・ 階 数 庁舎：91.5㎡・２階
用 途 ・ 用 途 地 域 交番
防 ・ 耐 火 上 の 要 件 指定なし
設 計 ・ 施 工 期 間 ４年５月～４年10月・５年２月～５年11月

設 計 費 3,652千円
建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 75,911千円（829千円/ ㎡）

構 造 形 式 Ｓ造

県 産 材 利 用 量 1.5㎥（ヒノキ）

特 徴 腰壁部に羽目板版を施工した

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.02㎥/㎡ 0.02㎥/㎡

発 注 静岡県

設 計 株式会社永田構造デザイン

施 工 株式会社中村組

木材供給 日本住宅パネル工業協同組合
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島田市役所 新庁舎
建築物

【１階待合スペース 天井木ルーバー】

【４階議場 木ルーバー・家具】

【木製受水槽】

所 在 地 島田市中央町1番の1
延 べ 面 積 ・ 階 数 11,263.79㎡・地上４階
用 途 ・ 用 途 地 域 庁舎・第二種住居地域
防 ・ 耐 火 上 の 要 件 防火区域指定なし・耐火規定適用なし
設 計 ・ 施 工 期 間 R元年8月～R3年7月・Ｒ3年7月～Ｒ5年8月

設 計 費 289,630千円
建 設 費 ( 建 物 部 分 ) 5,748,600千円（510千円/ ㎡）

構 造 形 式 RC造 一部鉄骨造 （基礎免震構造）

県 産 材 利 用 量 117.5㎥（スギ、ヒノキ）

特 徴

市民が訪れる共用部の天井や議場の天井・壁・家具、受
水槽などに大井川流域産の木材を積極的に利用するこ
とで、再生可能な地域資源の活用を推進し、森林の保全
や地域経済の活性化に繋げる取り組みを行っています。

目 標 値 実 績 値

単 位 面 積 当 り の

県 産 材 利 用 量
0.01㎥/㎡ 0.01㎥/㎡

発 注 島田市

設 計 株式会社石本建築事務所

施 工 木内・大河原・アーク東海ＪＶ

木材供給 ニシド工業、柳川製材所、落合製材所

木製イーゼル

事 業 名 木製イーゼル

所 在 地 静岡市葵区追手町９－６

県産材使用量 0.1㎥（ヒノキ）

事 業 費 －

事 業 主 体 静岡県（知事直轄組織広聴広報課）

特 徴
しずおか情報ステージでパネルを展示するときに利用で
きるイーゼル。県産材で作られたステージとの調和を考
慮した。

【 木製 イーゼル】

工作物
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木製司会台

事 業 名 木製司会台

所 在 地 静岡市葵区追手町９－６

県産材使用量 0.08㎥（ヒノキ）

事 業 費 －

事 業 主 体 静岡県（知事直轄組織広聴広報課）

特 徴
しずおか情報ステージでのイベント開催時に使用できる
天竜ヒノキを利用した司会台。県産材で作られたステー
ジとの調和を考慮した。

【木製司会台（正面）】

【木製司会台（裏面）】

工作物

県立森林公園 かずら橋、丸太階段、空の散歩道

事 業 名
令和５年度観光施設整備事業費森林公園木橋等修繕
工事

所 在 地 浜松市浜名区尾野

県産材使用量 2.3㎥（ヒノキ）

事 業 費 17,935千円

事 業 主 体 静岡県（西部農林事務所）

特 徴
周辺景観との調和及び耐久性を考慮して、木橋、丸太
階段及び吊橋床板等に静岡県産ヒノキを使用し、森林
公園にふさわしい仕上がりとした。

【かずら橋（木橋）】 全景

【丸太階段】 全景

【吊橋（空の散歩道）床板交換】 全景

工作物
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丸太階段

事 業 名 天竜の森 丸太階段取替

所 在 地 浜松市天竜区春野町豊岡

県産材使用量 0.72㎥（スギ）

事 業 費 299千円

事 業 主 体 静岡県（天竜農林局森林整備課）

特 徴
老朽化した丸太階段の取替に静岡県産スギを使用し、
自然ふれあい施設にふさわしい仕上がりとした。

【丸太階段】

工作物

水切り板

事 業 名 天竜の森 管理道排水板設置

所 在 地 浜松市天竜区春野町豊岡

県産材使用量 0.24㎥（スギ）

事 業 費 246千円

事 業 主 体 静岡県（天竜農林局森林整備課）

特 徴
流水による作業道の欠損防止のため、排水板に静岡県
産スギを使用し、安価で確実な仕上がりとした。

【水切り板設置】

工作物
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東海自然歩道

事 業 名
令和５年度［第35‐U2700‐01号］東海自然歩道本コース
（静岡）自然環境整備交付金事業（国定公園等）工事
（自然歩道改修工）

所 在 地 静岡市葵区黒俣町

県産材使用量 3.1㎥（スギ）

事 業 費 15,000千円

事 業 主 体 静岡県（スポーツ・文化観光部観光政策課）

特 徴

周辺景観との調和を考慮して、防腐処理済の標識及び
テーブルベンチ、土留柵に静岡県産スギを使用し、地域
の自然や歴史に触れる東海自然歩道にふさわしい仕上
がりとなった。

【テーブルベンチ】

【土留柵】

【標識】

工作物

アドベンチー（木製ベンチ）

事 業 名
令和５年度 森林環境譲与税事業
木製ベンチ設置工事

所 在 地 静岡県榛原郡川根本町水川71-1 他

県産材使用量 0.5㎥（スギ）

事 業 費 737千円

事 業 主 体 川根本町（産業振興課）

特 徴

シンプルデザインとすることで、周辺の景観に溶け込む
ことを考慮して設置。

また、木材部分は角材を使用することで、傷んだ際に安
価に取り換え・調達が可能となっている。

【フォーレなかかわね茶茗舘 広場】

【川根本町役場 カウンター前】

【川根本町役場 本庁サテライトスペース】

工作物
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ウッドデッキ

事 業 名 北川ねこさい広場整備工事

所 在 地 東伊豆町町奈良本

県産材使用量 8.0㎥（スギ・ヒノキ）

事 業 費 44,000千円

事 業 主 体 東伊豆町（観光産業課）

特 徴
景観を考慮し、ウッドデッキ及びバーカウンターに
県産材を使用。また耐久性に考慮し車道側ガードレー
ルは擬木を使用。

【ウッドデッキ正面（階段側）】

【ウッドデッキ正面（スロープ側）】

【バーカウンター】

工作物

乙女森林公園第２キャンプ場コテージテラス

事 業 名 乙女森林公園第２キャンプ場コテージのテラス修繕

所 在 地 御殿場市深沢地内

県産材使用量 4.2㎥（ヒノキ）

事 業 費 3,366千円

事 業 主 体 御殿場市（産業スポーツ部農林整備課）

特 徴
屋外に設置するため、地元材のヒノキに防水の薬液を
注入した材を使用している。キャンプ場の雰囲気に合う
テラスとなっている。ごてんばっ木の焼印を押印している。

【コテージ全景】

【テラス近景】

【地元材の証である焼印】

工作物
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レイクコテージ奥大井ウッドデッキ

事 業 名
令和５年度 町単独事業
レイクコテージ奥大井ウッドデッキ等設置工事

所 在 地 静岡県榛原郡川根本町梅地 地内

県産材使用量 1.2㎥（ヒノキ）

事 業 費 4,950千円

事 業 主 体 川根本町（観光交流課）

特 徴
周辺景観との調和及び耐久性を考慮して、デッキの床
板及び手摺り柵に静岡県産ヒノキを使用し、風景に溶け
込むような仕上がりとした。

【レイクコテージ奥大井（下から）】

【レイクコテージ奥大井（横から）】

【レイクコテージ奥大井（横から）】

工作物

牧之郷駅・まきのこう駅前広場の木柵

事 業 名 令和5年度 森林環境譲与税活用事業

所 在 地 伊豆市牧之郷地内

県産材使用量 3.2㎥（スギ）

事 業 費 14,993千円

事 業 主 体 伊豆市（建設部 都市計画課）

特 徴
施設周辺の景観に配慮し、自然との調和、美しい街並
みを表現する事が出来た。また、静岡県産スギを使用、
耐久性を考慮し、防腐処理、景観色にて着色した。

【伊豆箱根鉄道駿豆線牧之郷駅・まきのこう駅前広場】

【木柵（縦格子目隠しフェンス）】

【森林環境譲与税活用普及啓発ロゴ】

工作物
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小山町庁舎カウンター

事 業 名
令和５年度小山町役場庁舎内カウンター木質化業務委
託

所 在 地 駿東郡小山町57-2

県産材使用量 2.3㎥（スギ）

事 業 費 2,117千円

事 業 主 体 小山町（経済産業部農林課）

特 徴

多くの町民の目に留まるように、小山町役場本庁舎内
の来客対応用のカウンターの一部木質化を行った。昨
年度も同様の事業を実施し、本庁舎２階のカウンターの
半数が木質化された。

【建設課カウンター】

【商工振興課カウンター】

【R４年度整備 農林課カウンター】

工作物

ターントクルこども館の木製遊具

事 業 名 木育用資材

所 在 地 焼津市栄町５丁目1-1

県産材使用量 0.2㎥（スギ、ヒノキ）

事 業 費 197千円

事 業 主 体 焼津市こども未来部子育て支援課（ターントクルこども館）

特 徴

ターントクルこども館の来館者に、木のぬくもり、手触り、
香りを感じしてもらえるよう、静岡県産スギ、ヒノキを使用
した工作教室を開催し、積木を作ってもらった。また、ヒノ
キで制作した遊具を赤ちゃん木育広場に設置した。

【工作教室で積木を作成】

赤ちゃん木育広場に
手づくりの木製遊具（船）を設置

工作物
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蓬莱橋の上部工(束柱・笠木)

事 業 名
令和５年度 県単独農業農村整備事業
蓬莱橋上部工架替工事

所 在 地 島田市南二丁目地先
県産材使用量 1.7㎥（スギ、ヒノキ）

事 業 費 34,980千円

事 業 主 体 静岡県島田市

特 徴
県産材の有効利用により、
景観に配慮した設計としている。

【全景】

【近景】

【近景】

工作物

町長室・応接室の机・棚

事 業 名 町長室・応接室プロモーション推進事業

所 在 地 周智郡森町森2101-１（森町役場本庁舎２階）

県産材使用量 2.0㎥（ヒノキ）

事 業 費 598千円

事 業 主 体 森町（総務課）

特 徴
森町産のＦＳＣ認証材ヒノキを使用し、町長室の棚及び
応接室の机・棚を制作した。ヒノキの香る温かみのある
空間となった。

【応接室】森町産ＦＳＣ認証材ヒノキを使用した机

【応接室】森町産ＦＳＣ認証材ヒノキを
使用した棚

【町長室】森町産ＦＳＣ認証材ヒノキを
使用した棚

工作物
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丁張・境界表示杭
土木施設

事 業 名
令和4年度畑地帯総合整備（担い手育成）諏訪原地区
区画整理１工事

所 在 地 島田市菊川地内

県産材使用量 1.1㎥（スギ・ヒノキ）

事 業 費 61,900千円

事 業 主 体 静岡県（志太榛原農林事務所）

特 徴
仮設の丁張及び工事中の道路境界を表示するために、
県産材の杭丸太を使用している。

【法面丁張の設置状況】

【道路境界杭の設置状況】

【法面丁張の設置状況】

木柵工
土木施設

事 業 名 令和４年度森林環境保全整備地八吉沢線５工区工事

所 在 地 浜松市天竜区佐久間町浦川

県産材使用量 1.2㎥（スギ・ヒノキ）

事 業 費 35,600千円

事 業 主 体 静岡県（西部農林事務所天竜農林局）

特 徴
景観に配慮した工法。
県産材を積極的に利用している。

【木柵工】

【近景】

【遠景】
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丸太柵工
土木施設

事 業 名 令和４年度（補正）治山（復旧）桑木穴工事

所 在 地 富士市南松野

県産材使用量 9.34㎥（スギ）

事 業 費 17,960千円

事 業 主 体 静岡県（富士農林事務所）

特 徴
表面浸食の防止及び重機進入路復旧のための柵工に
県産材丸太を使用することで、県産材の利用促進を
図った。

【丸太柵工】全景

【重機搬入路復旧箇所】

【近景写真】

丸太柵工・丸太筋工
土木施設

事 業 名 令和５年度治山（緊急総合）大矢筈工事

所 在 地 伊東市池

県産材使用量 3.41㎥（スギ、ヒノキ）

事 業 費 28,549千円

事 業 主 体 静岡県（東部農林事務所）

特 徴
雨水によるガリー発生防止を目的として、谷止工の新設
時に丸太柵工及び丸太筋工を設置した。県産材を使用
しており、周囲の景観に馴染むよう配慮した。

【丸太柵工・丸太筋工】 全景

【右岸側】

【左岸側】
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丸太積工
土木施設

事 業 名 令和５年度治山（復旧）大付工事

所 在 地 賀茂郡東伊豆町片瀬

県産材使用量 2.7㎥（スギ・ヒノキ）

事 業 費 14,740千円

事 業 主 体 静岡県（賀茂農林事務所）

特 徴
丸太積工を施工することにより、渓岸侵食の防止と山脚
の固定を図った。また、施工性の向上と景観を考慮し、
円柱加工材を使用した。

【丸太積工】 全景

【施工状況】

【下流側】

丸太筋工
土木施設

事 業 名 令和5年度治山(緊急総合)川久保工事

所 在 地 静岡市葵区坂ノ上

県産材使用量 55.6㎥（スギ）

事 業 費 8,987千円

事 業 主 体 静岡県（中部農林事務所）

特 徴

急斜面の山腹崩壊地に対し、2基のコンクリート土留工

の間に施工することによって、土砂流出の防止が期待
できる。

【丸太筋工】全景

【施工状況（杭打ち）】

【施工状況（結束）】
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丸太筋工
土木施設

事 業 名 令和５年度治山（保安林総合改良）桑ノ山工事

所 在 地 島田市川根町笹間下

県産材使用量 2.00㎥（スギ、ヒノキ）

事 業 費 4,270千円

事 業 主 体 静岡県（志太榛原農林事務所）

特 徴
植生の早期導入を図るため、現地発生材を利用し、丸

太筋工を施工した。また、作業歩道では肩が崩れやす
い箇所に丸太を設置し、木材の利用を行った。

【丸太筋工】 全景

【丸太筋工】 施工状況

【作業歩道】

簡易木製構造物

事 業 名 森の力再生事業（人工林再生整備事業）

所 在 地 掛川市上西之谷

県産材使用量 74.8㎥（スギ・ヒノキ）

事 業 費 35,030千円（工種のみ 3,400千円）
事 業 主 体 掛川市森林組合（中遠農林事務所）

特 徴
林地に残存される伐採木等を利用し、簡易な土留（丸

太２本積）を設置することで、土砂の流出や侵食の防止
を図った。

【現地発生材を利用した簡易木製土留を設置】

【簡易木製構造物】

【作業状況】

土木施設
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土砂流出防止柵
土木施設

事 業 名 令和5年度市単事業 土砂流出防止柵設置委託

所 在 地 裾野市 深良 外1 地内

県産材使用量 36.7㎥（ヒノキ）

事 業 費 990千円

事 業 主 体 裾野市（農林振興課）

特 徴
市単独の間伐事業（伐り捨て）での発生材を利用し、現
地浸食箇所に土砂流出防止柵を設置。間伐と併せて林
地保全を図った。

【土砂流出防止柵】

【土砂流出防止柵】 1段積み＆2段積み

【土砂流出防止柵】 2段積み

谷止工（型枠）
土木施設

事 業 名 令和5年度治山（流域保全）大久保・蔵田地区大崩（４繰越）工事

所 在 地 藤枝市瀬戸ノ谷

県産材使用量 5.54㎥（スギ、ヒノキ）

事 業 費 49,792千円

事 業 主 体 静岡県（志太榛原農林事務所）

特 徴

谷止工上流に施工した残存型枠について、コンクリート打設後
に取り外しが不要となったことから、従来の合板型枠工と比較し
て、施工性の向上、建設廃棄物の抑制につながる。また、作業
歩道についても現地発生材を用いて階段状にし、木材の有効利
用を図った。

【谷止工】 型枠

【谷止工】 残存型枠

【作業歩道】
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木製残存型枠
土木施設

事 業 名 令和５年度治山（復旧）有本工事

所 在 地 浜松市天竜区水窪町地頭方

県産材使用量 30.1㎥（スギ・ヒノキ）

事 業 費 86,345千円

事 業 主 体 静岡県（西部農林事務所天竜農林局）

特 徴
施工地の渓流は土石流により被災しており、多量の

不安定土砂が堆積している。作業中の土石流被害を
防ぐため、丸太の残存型枠を使用した。

【木製残存型枠】全景

【木製残存型枠】施工状況

【丸太積間詰】上流側右岸

木製階段
土木施設

事 業 名 令和５年度県単治山（施設等管理）新橋町工事

所 在 地 浜松市中央区新橋町ほか

県産材使用量 4.37㎥（スギ・ヒノキ）

事 業 費 20,000千円

事 業 主 体 静岡県（西部農林事務所）

特 徴

浜松市沿岸域に整備した防潮堤への昇降階段。
防潮堤は、平時には生活環境保全林として利用される。
転倒防止の工夫として、横木を角材にした。

【全景】 マツ林と木製工作物により防潮堤の圧迫感を緩和

【上部】 雨水対策であえて嵩上げした

【横木】 踏みやすさを重視し角材とした
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仮設防護柵
土木施設

事 業 名 令和4年度県土強靭化対策（治山）高根山工事

所 在 地 浜松市浜名区尾野

県産材使用量 4.5㎥（ヒノキ・スギ）

事 業 費 24,990千円

事 業 主 体 静岡県（西部農林事務所）

特 徴
山腹工工事において、下流への土砂流出対策として、
県産材を利用した仮設防護柵を設置。

【仮設防護柵】 設置

【仮設防護柵】 上流側から撮影

【仮設防護柵】 下流側から撮影

排水構造物工
土木施設

事 業 名 県単道路改築

所 在 地 島田市川根町笹間下地内

県産材使用量 0.267㎥（スギ）

事 業 費 128,000千円

事 業 主 体 静岡県（島田土木事務所）

特 徴 流末の排水管の固定に杉丸太を使用

【遠景】

【近景】
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根固め工
土木施設

事 業 名 二級河川祝川緊急自然災害防止対策工事

所 在 地 磐田市一言地先

県産材使用量 5.4㎥（マツ）

事 業 費 49,511千円

事 業 主 体 静岡県（袋井土木事務所）

特 徴 河床に設置したかごマットに木杭を設置する。

【松杭設置完了】

【松杭 末口12cm 長さ2.0m】

【松杭 末口12cm 長さ2.0m】

護岸工
土木施設

事 業 名
令和４年度［第３４‐Ｋ３２６５‐０１号］一級河川阿多古川
河川改良工事（木柵護岸修繕工）

所 在 地 浜松市天竜区熊地先

県産材使用量
18.75㎥（スギ）
φ120×1500 306本、φ120×2000 600本

事 業 費 22,473千円

事 業 主 体 静岡県（浜松土木事務所）

特 徴
道の駅くんまの里の下流に位置し、既設木柵護岸が老
朽化により破損したため、県産材を使用した木柵護岸工
を整備した。

【木柵護岸完成】

【木柵護岸完成】

【施工状況】
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マルチング敷均し
土木施設

事 業 名 令和５年度治山（防災林造成）福田中島工事

所 在 地 磐田市福田中島

県産材使用量 244.6㎥（クロマツ）

事 業 費 89,903千円

事 業 主 体 静岡県（中遠農林事務所）

特 徴

マルチング敷均しは、土壌の侵食防止や乾燥防止、下
草繫茂の予防効果がある。本工事では、マルチング材
を購入せず、他事業でチップ化されたクロマツ材を再利
用することで、海岸防災林のクロマツを有効活用した。

【マルチング敷均し】設置状況

【クロマツの枝条等をチップ化し集積】

【施工状況】

写 真
１６：９の場合 幅14cm
４：３の場合 幅13cm

堆砂垣工
土木施設

事 業 名
令和５年度［第35-Ｋ5315-01号］浜松篠原海岸海岸維
持修繕工事（砂被覆工）

所 在 地 浜松市中央区中田島町地先

県産材使用量 0.069㎥（スギ）

事 業 費 19,750千円

事 業 主 体 静岡県（浜松土木事務所）

特 徴

中田島砂丘区間の防潮堤は、砂丘の景観に馴染むよう
に、核となるCSGに砂を被覆した構造となっているが、
風の影響で被覆した砂が飛散しやすく、CSGの露出を
防ぐため、天竜の間伐材を使用した堆砂垣を設置した。

【堆砂垣設置状況】

【施工状況】

【施工状況】
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立入防止柵設置工
土木施設

事 業 名
令和5年度［第35-P5352-08号］ふじさん工業用水道事業
（東駿河湾）新ポンプ場 立入防止柵設置工事

所 在 地 富士市 伝法 地内
県 産 材 使 用 量 0.0054㎥×244枚+0.036×134本＝6.1416㎥（ヒノキ）

事 業 費 6,545千円

事 業 主 体 静岡県 （企業局東部事務所）

特 徴
新ポンプ場建設予定地に県産材木材を利用した立入防止
柵を設置。（杭丸太：134本、板：244枚）

【立入防止柵】

【杭丸太・板】

工事看板・ＰＲ看板
土木施設

事 業 名 空気弁改築工事

所 在 地 磐田市向笠西地内ほか

県産材使用量 0.08㎥

事 業 費 17,897千円

事 業 主 体 静岡県（企業局西部事務所）

特 徴
工事看板、PR看板に県産材を使うことで地場産品の使
用に積極的に努める。

【看板】

【看板】

【認定番号】
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工事看板
土木施設

事 業 名
令和5年度［第35-P7347-01号］遠州広域水道用水供給
事業於呂浄水場 ろ過池ろ過砂入替改築工事

所 在 地 浜松市浜名区於呂地内

県産材使用量 0.08㎥（スギ）

事 業 費 45,100千円

事 業 主 体 静岡県（企業局西部事務所）

特 徴
県産材木材を利用した工事看板
（施工業者の創意工夫によるもの）

【設置状況】

【認定番号】
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